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平成２６年４月２３日判決言渡  

平成２５年(ネ)第１００８０号 損害賠償本訴，著作権確認等反訴請求控訴事件，

同附帯控訴事件（原審 東京地方裁判所平成２４年(ワ)第３２４０９号，平成２５

年(ワ)第５１６３号） 

口頭弁論終結日 平成２６年２月５日 

          判      決 

   

       控訴人・附帯被控訴人（原告・反訴被告） 

                         Ｘ 

                  （以 下 「 控 訴 人 」 と い う。） 

   

       被控訴人・附帯控訴人（被告・反訴原告） 

                   株式会社ポニーキャニオン 

                  （以下「被控訴人」という。） 

              

       訴訟代理人弁護士    内   藤       篤 

                   根   本   か ほ り 

 

主      文 

  １ 本件控訴について 

   (1) 原判決主文第４項を取り消す。 

   (2) 前項の取消部分に係る被控訴人の請求を棄却する。 

   (3) その余の本件控訴を棄却する。 

  ２ 本件附帯控訴について 

   (1) 原判決主文第１項を取り消す。 

   (2) 前項の取消部分に係る控訴人の請求を棄却する。 
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  ３ 当審請求について 

    控訴人の当審における新たな請求を棄却する。 

  ４ 訴訟費用は，第１，２審とも，本訴反訴を通じて，これを２分し，その１

を控訴人の，その余を被控訴人の各負担とする。 

 

          事 実 及 び 理 由 

第１ 申立て 

 １ 控訴人 

  (1) 本件控訴について 

   ア 原判決主文第２項から第４項までを取り消す。 

   イ 前項の取消部分に係る被控訴人の請求をいずれも棄却する。 

   ウ 原判決主文第５項中控訴人の損害賠償請求を棄却した部分を次のとおり

変更する。 

    (ｱ) 被控訴人は，控訴人に対し，原判決主文第１項で認容された金員のほ

かに，１３２万４０６５円及びこれに対する平成２４年３月２１日から

支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。 

    (ｲ) 控訴人のその余の損害賠償請求を棄却する。 

   エ ウ(ｱ)につき仮執行宣言。 

  (2) 当審における新たな請求 

   ア 被控訴人は，「virtual trip 花 Flowers 四季の山野草と高山植物」

とのタイトルのＤＶＤ及びブルーレイ商品を複製，販売してはならない。 

   イ 被控訴人は，前項のＤＶＤ及びブルーレイ商品を廃棄せよ。 

  (3) 訴訟費用は，第１，２審とも被控訴人の負担とする。 

 ２ 被控訴人 

  (1) 原判決主文第１項を取り消す。 

  (2) 前項の取消部分に係る控訴人の請求を棄却する。 
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  (3) 訴訟費用は，第１，２審とも控訴人の負担とする。 

 

第２ 事案の概要 

 １ 事案の要旨 

  (1)  原審請求の要旨 

 本件は，原審における本訴として，控訴人が被控訴人に対し，①被控訴人が販売

する後記「本件作品」中の後記「本件風景映像動画」部分が控訴人の著作権（複製

権）を侵害するとして，不法行為に基づいて，損害賠償金２２５万円及び附帯金の

支払と，②本件風景映像動画の著作権（複製権）に基づいて，本件作品から本件風

景映像動画を削除（廃棄）することを求め，同反訴として，被控訴人が，控訴人に

対し，③控訴人が販売する後記「本件映像動画１」及び「本件映像動画２」は録音

録画物製作委託契約である後記「本件契約」に基づき被控訴人が著作権を取得した

として，著作権に基づいて，本件映像動画１及び本件映像動画２の著作権確認と，

④本件契約に基づいて，本件映像動画１及び本件映像動画２の映像素材の引渡しと，

⑤本件契約の解除に基づいて，既払金１５３万６４６５円の返還及び附帯金の支払

とを求めた事案である。 

   (2) 原審の判断 

 原審は，上記(1)①の本訴損害賠償請求について，損害賠償金２３万５９３５円及

びこれに対する不法行為日（本件作品を収録したＤＶＤの発売日）である平成２４

年３月２１日から支払済みまで民法所定の年５分の割合による遅延損害金の支払を

求める限度でこれを認容し（原判決主文第１項），その余の請求を棄却し（原判決主

文第５項のうち損害賠償請求棄却部分），同②の本訴廃棄請求について，控訴人が前

提となる差止請求をしていないとしてこれを却下し（原判決主文第５項のうち訴え

却下部分），同③の反訴著作権確認及び同④の反訴原板引渡請求について，全部認容

し（原判決主文第２項及び第３項），同⑤の既払金返還請求について，１５３万６４

６５円及びこれに対する催告の日の翌日である平成２５年５月３１日から支払済み
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まで民法所定の年５分の割合による遅延損害金の支払を求める限度でこれを認容し

（原判決主文第４項），その余の請求を棄却した（原判決主文第６項）。 

 なお，原判決主文第１項及び第４項には，仮執行宣言が付されている。 

  (3) 不服申立て及び当審請求 

 控訴人は，本訴について，原判決が控訴人の上記(1)①の請求を棄却した部分のう

ち（原判決主文第５項のうち損害賠償請求棄却部分），１３２万４０６５円（新たな

算定方法による総損害額１５６万円から原審が認容した２３万５９３５円を控除し

た額）及びこれに対する附帯金の支払を求める限度で不服を申し立て（申立て１(1)

ウ），反訴について，原判決が被控訴人の上記(1)③④⑤の各請求を認容した部分（原

判決主文第２項から第４項まで）の取消しを求めるとともに（申立て１(1)ア，イ），

当審における新たな請求として，本件作品を収録したＤＶＤ等の販売等の差止めと

本件作品を収録したＤＶＤ等の廃棄を求めた（申立て１(2)）。 

 被控訴人は，本訴について，原判決が本訴損害賠償請求を一部認容した部分（原

判決主文第１項）の取消しを求めた（申立て２(1)(2)）。 

 

 ２ 前提事実 

 当事者間に争いのない事実と後掲各証拠及び弁論の全趣旨により認められる事実

は，次のとおりである。 

  (1) 当事者 

   ア 控訴人 

 控訴人は，フリーのカメラマンである。（争いのない事実） 

   イ 被控訴人 

 被控訴人は，音楽，教養，文芸，スポーツ，映画，娯楽等の各種パッケージソフ

ト（ＣＤ，ＤＶＤ等）並びにデジタルコンテンツの企画，制作及び販売を業とする

株式会社である。（争いのない事実，乙７） 

 被控訴人は，自然風景などをテーマにしたＤＶＤ，ブルーレイ等の映像作品シリ
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ーズである「virtual trip」を製作しており，同シリーズは２０年以上前から発売

されている。（乙１） 

  (2) 本件作品 

 被控訴人は，平成２４年３月２１日，「virtual trip 花 Flowers 四季の山野

草と高山植物」とのタイトルの付された控訴人の撮影した映像動画（以下「本件作

品」という。）を複製したＤＶＤ及びブルーレイの頒布を開始した。 

 本件作品は，「春」「夏」「高山植物」「秋」及び「冬」の５つのブロックからなり，

それぞれのブロックについて，最初に「春」「夏」「高山植物」（別紙映像動画目録(2)

 納品ファイル名欄の番号１７の上段「2010_08_06_IMG.2543 ハクサンイチゲ」）「秋」

及び「冬」とのタイトルが付された山野の風景の映像動画各１点の合計５点と，そ

れぞれのブロックについて，上記各タイトル映像動画に続く画像処理された複数の

山野草又は山野の風景の映像動画と，山野草のそれぞれの名称が字幕で付された山

野草の映像動画４４８点（以上合計５８分４秒）と，山野草の映像動画の合間に挿

入された字幕の付されていない水辺，森，山野草，山野又は空などの映像動画（以

下「本件風景映像動画」という。）５２点（９分８秒）を収録している。 

 （争いのない事実，甲１，４，７，乙１２の１４の２，１８） 

  (3) 本件契約 

 控訴人と被控訴人は，平成２１年１２月ころ，平成２１年１１月１日付けで控訴

人が被控訴人の委託に基づき録音録画物の製作業務を行い，被控訴人が控訴人に対

して一時金１５０万円及び印税を支払うことを内容とする契約（以下「本件契約」

という。）を締結した。（甲２，乙１，８） 

 本件契約に係る製作委嘱契約書（甲２，乙８）には，次の記載がある（なお，当

事者の略称を本判決のものに改めたほかは，原文どおりに引用する。また，本件契

約書中で付された略称は，そのまま本判決の略称とする。）。 

 

「第１条（目的） 
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  ① 控訴人は，被控訴人に対し，別紙目録記載の録音録画物（複製，頒布，上映，放送，

公衆送信等に適する未編集の録音録画物，以下，原版という）の製作業務（撮影業務（音

声の収録を含む）をいう，また，必要な関連業務を含む，以下，本件業務という）を被

控訴人の委嘱に基づき行うことを承諾し，被控訴人はこれらに関する対価を控訴人に支

払うことを約諾した。 

  ② 前項に基づき製作された原版（全ての収録素材を含む）及び原版を制作する過程で生

じた中間成果物（以下，併せて，本件成果物という）に関する所有権並びに著作権法上

の一切の権利（著作隣接権，並びに著作権法第２７条，２８条の権利を含む），産業財産

権及びその他一切の権利は被控訴人に帰属するものとする。」 

「第２条（対価） 

  ① 被控訴人は，本契約の一切の対価として下記の金員（一時金及び印税，以下，本対価

という）を支払うものとする。尚，本対価には，控訴人に対する報酬金の他，本件成果

物の撮影費（撮影機材費，撮影素材費，交通費等の経費等を含む），本件成果物製作に関

与した者（控訴人以外のムービーカメラマン等を含む）に対する一切の報酬を含むもの

とする。 

   (1) 一時金として，金１,５００,０００円（源泉税込，消費税別）を以下の通り，現金

振込をもって控訴人の指定する銀行口座宛に支払うものとする。 

    【支払い】 

     平成２１年１２月末日迄に：金７５０,０００円（消費税別） 

     被控訴人の原版受領後１０営業日以内に：金７５０,０００円（消費税別） 

     … 

   (2) 被控訴人の原板の利用に基づき，以下に定める企画協力印税及びプロモート印税（源

泉税込，消費税別，以下，併せて印税という）を控訴人に支払うものとする。 

    (a) 【企画協力印税】 

     (ｲ) ビデオグラム頒布の場合 

       ビデオグラム１本（枚）につきその消費税込価格より素材費（消費税込価格の
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１０％相当額）並びに消費税を控除した額の３％相当額。 

     … 

    (b) 【プロモート印税】 

     (ｲ) ビデオグラム頒布の場合 

              ビデオグラム１本（枚）につきその消費税込価格より素材費（消費税込価格の

１０％相当額）並びに消費税を控除した額の２％相当額。 

     … 」 

「第７条（納期） 

   控訴人は，被控訴人の最終的承認済原板（及びその他本件成果物）を，別途被控訴人の

指定する期日迄に被控訴人に対し納入するものとする。」 

「第８条（検収） 

  ① 前条所定の原板（及びその他本件成果物）を被控訴人に納入した後，被控訴人は仕上

がり状況に関し検査するものとし，万一，不良箇所があった場合には，控訴人は被控訴

人の申し出によりその箇所を控訴人の費用負担にて改良しなければならない。 

  ② 原板（及びその他本件成果物）が，本条に定める検収を完了する前に遺失又は毀損し

た場合，その損害は控訴人の負担とする。」 

「第９条（解約） 

   前条に定める原版の検収が完了する前において，被控訴人，控訴人のいずれかが次に定

める各項のいずれかに該当する事由が生じた場合は，当該行為者の相手方は相当の催告期

間を定めて是正を求めた後，当該行為者がその催告期間内に解約事由を是正することがで

きないときは，本契約を解約することができるものとする。但し，本条第５号，第６号及

び第７号に該当する事由が生じた場合は，当該行為者の相手方は当該行為者に対して一方

的に通告して即時本契約を解除することができるものとする。 

  (1) 正当な理由がなく，控訴人において制作スケジュールが著しく遅滞した場合。 

  (2) 控訴人が，被控訴人の定める制作基準に基づく本作品の納入を被控訴人の定める期限

までに完了することが不可能と被控訴人が判断した場合。 



 - 8 -

  (3) 控訴人が本件業務を中断した場合。 

  (4) 控訴人が本件業務に要する著作物等の権利を取得することが不可能となり，または被

控訴人に取得させることが不可能となった場合。 

  (5) 被控訴人，控訴人のいずれかが金融機関から取引停止の処分を受けた場合。 

  (6) 被控訴人，控訴人のいずれかが差押え，競売，強制執行，滞納処分等の処分を受けた

場合。 

  (7) 被控訴人，控訴人のいずれかが破産，民事再生，会社更生の申立てを自らなし，もし

くは他からこれらの申立てを受けた場合。 

  (8) 本件業務遂行に際し，控訴人が第三者の権利を侵害し，又はその他の事由により被控

訴人の名誉を著しく毀損した場合。 

  (9) 本件業務に関して公序良俗に反する行為，並びに被控訴人の品位を傷つける行為を行

った場合。 

  (10) その他，被控訴人，控訴人のいずれかが本契約に定める各条項のいずれかに違反し

た場合。」 

「第１０条（解約の効果） 

  ① 被控訴人が，前条の解約により本契約を終了させたときは，控訴人はそれまでに被控

訴人より受領した金員を被控訴人に返還しなければならない。 

  ② 被控訴人は，本契約を解約した場合においても，本契約によって取得した著作権，及

び控訴人がそれまで取得した本件成果物の素材の所有権はすべて被控訴人に独占的に帰

属するものとする。」 

「 目録 

 【原版】Virtual Trip 山野草（仮題）に使用する録音録画物 

  撮影期間：２００９年１１月～２０１０年９月（予定） 

  備考：①カラー・ステレオ 

     ②春夏秋冬，各々の季節の山野草を収録 」 
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  (4) 本件風景映像動画の収録に至る経緯 

   ア 端緒 

 平成２１年１１月ころ，被控訴人内で「Virtual Trip」シリーズの企画を長く担

当していたＡの元へ，控訴人が，本件作品を使用した新たな同シリーズの企画を売

り込みにきた。Ａは，控訴人と面談の上，その企画を進行させることにした。 

（乙１） 

   イ 被控訴人における稟議 

 被控訴人における社内決裁用の平成２１年１２月８日作成の「『virtual trip 山

野草（仮題）』ビデオグラム原版製作の件」との稟議書（乙２）には，本件作品につ

いて，次の記載がある。 

 

「 備考： 

 環境映像“virtual trip”レーベルプレゼンツの新企画。 

 …総点数約４００種類に及び植物を春夏秋冬毎に収録。日本の四季の風景とともに映し出す

リラクセーション目的の映像コンテンツ。…」 

 

   ウ Ａ宛平成２２年２月１０日付け控訴人発信メール（乙３） 

 控訴人が本件作品の冬のブロックの分として３クリップとともに本件作品とは別

の企画の提案サンプル映像動画とする「奥入瀬渓流の冬景色」１７クリップを送付

したこと，「渓流」又は「奥入瀬の四季」との企画を売り込んできたこと，原版を受

領した後に支払われるべき一時金残金７５万円を前倒しで支払うよう求めたことの

記載がある。 

   エ Ａ宛平成２２年２月１５日付け控訴人発信メール（乙４） 

 控訴人が本件作品の冬のブロックの差替映像を送付したこと，その中に別企画の

提案サンプル映像動画であるとする「冬景色」も加えて送付したことの記載がある。 

   オ Ａ宛平成２２年３月１日付け控訴人発信メール（乙５） 
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 控訴人が別企画の提案サンプル映像動画を送付したこと，別企画のテーマとして

「奥入瀬の四季」「渓流（水景）」「四季の自然風景」のテーマを提案したこと，今後

の撮影により別企画が完成することの記載がある。 

   カ 控訴人宛平成２２年９月３０日付けＡ発信メール（甲４の①の４枚目） 

 Ａから控訴人に対して，本件作品の収録リスト作成を求める記載のほか，次の記

載がある。 

 

「それからお願いしておりました季節毎の実景のみの映像は，どのようになっていますでしょ

うか。」 

 

   キ 平成２２年１０月８日のＤＶＤ送付 

 控訴人は，Ａに対し，平成２２年１０月８日，春夏秋冬の各１点の風景の映像動

画が収録された「風景＋追加ファイル」と題するＤＶＤ（乙６）を送付した。 

（乙１） 

   ク 平成２２年１０月１８日付けＡ発信メールに引用された控訴人発信のメ

ール（甲４の①の３枚目，甲１４） 

 本件作品の映像動画の修正，追加についての記載のほか，次の記載がある。 

 

「○また，只今，独自で撮影を進めております案件が一通り四季揃いましたので，見て頂きた

いと思い，勝手ながら，ついでにサンプルを送付します。 

（『奥入瀬の四季』『四季風景』『渓流』の三案です） 

『山野草』の季節の扉候補に風景の中から抜粋して頂いてもいいかと思います。 

（今のところ，構図を固定した『動く写真』的な撮り方で統一しています）」 

 

 なお，本件紛争発生後に，控訴人において，控訴人が送付した別企画の提案サン

プル映像動画のファイル名を確認したところ，その映像動画の撮影日が，本件風景
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映像動画以外の本件作品の映像動画の撮影日と一致しているものがあることが判明

した。（甲８） 

  (5) 控訴人に対する支払 

 被控訴人は，控訴人から一時金支払の前払の要望を受けたことから，控訴人に対

し，次のとおりに一時金を支払った。（乙３，１７の１～４） 

 ① 平成２１年１２月２８日 ７１万２５００円 

 ② 平成２２年 ６月２１日 ４５万２３８１円 

 ③    同年 ７月１５日 ２２万６１９１円 

 ④ 平成２３年１１月１０日 １４万５３９３円 

           （合計１５３万６４６５円） 

  (6) 本件映像動画１及び本件映像動画２ 

 控訴人は，平成２３年５月１８日ころ，ソニーＰＣＬ株式会社が運営する「高画

質ビデオ素材ライブラリー」に，別紙映像動画目録(1)素材番号欄記載の各映像動画

（以下「本件映像動画１」という。）を含む映像動画を提供し，本件映像動画１を送

信可能化し，これを販売した。 

 また，控訴人は，平成２３年５月から６月にかけて，株式会社アマナイメージズ

が運営する動画素材販売ウェブサイトにおいて，別紙映像動画目録(2)素材番号欄記

載の各映像動画（以下「本件映像動画２」という。）を含む映像動画を提供し，本件

映像動画２を送信可能化し，これを販売した。 

 (争いのない事実，甲１１から１３） 

 本件映像動画１の各映像動画は，本件契約に基づく本件成果物として被控訴人に

納入された映像動画の一部である別紙映像動画目録(1)納品ファイル名欄記載の対

応する項に各記載の映像動画が撮影された同一機会に，撮影の角度（アングル），画

角（寄り/引き）を変えて撮影されたものである。 

 また，本件映像動画２の各映像動画は，本件契約に基づく本件成果物として被控

訴人に納入された映像動画の一部である別紙映像動画目録(2)納品ファイル名欄記
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載の対応する項に各記載の映像動画が撮影された同一機会に，撮影の角度（アング

ル），画角（寄り/引き）を変えて撮影されたものである（以下，別紙映像動画目録(1)

及び(2)の各納品ファイル名欄記載の各映像動画を「本件納品映像動画」という。）。 

 （乙１，９，１０から１３〔枝番を含む。〕，弁論の全趣旨） 

  (7) 本件契約の解約 

   ア 催告 

 被控訴人は，平成２４年５月２３日に控訴人に到達した書面により，控訴人に対

し，本件映像動画１が本件契約１条②にいう本件成果物に当たることを理由に，１

０日以内に，ソニーＰＣＬ株式会社が運営する「高画質ビデオ素材ライブラリー」

への掲載と販売を中止して，被控訴人に映像素材を引き渡すよう求めた。（乙１９の

１・２） 

   イ 解除の意思表示 

 被控訴人は，平成２４年６月１２日に控訴人に到達した書面により，控訴人に対

し，本件契約を解除する旨の意思表示をした。（乙１５，１６） 

   ウ 本件映像動画１の掲載中止 

 控訴人は，平成２４年７月１９日にソニーＰＣＬ株式会社が運営する「高画質ビ

デオ素材ライブラリー」から本件映像動画１を削除した。（甲１０） 

  (8) 原判決言渡後の支払 

 被控訴人は，控訴人から仮執行宣言が付された原判決主文第１項の給付命令に基

づく支払を求められたことから，平成２５年１０月１日，控訴人に対し，遅延損害

金を含めて２５万４０３５円を支払った。（乙２０） 

 

 ３ 争点 

 （本訴） 

  (1) 本件風景映像動画利用の許諾の有無 

  (2) 損害の額（著作権法１１４条３項） 
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  (3) 弁済の有無 

  (4) 差止・廃棄請求の必要性 

 （反訴） 

  (5) 本件映像動画１及び本件映像動画２の本件成果物該当性 

  (6) 本件契約の解除の効力発生の有無 

 

 ４ 争点についての当事者の主張 

  (1) 争点(1)（本件風景映像動画利用の許諾の有無）について 

     ア 被控訴人 

 Ａは，控訴人に対し，本件作品の「春」「夏」「秋」「冬」及び「高山植物」の各ブ

ロックの間やブロック中の山野草の映像動画の間に区切りを入れる必要があり，い

わゆる「扉」として風景の映像動画を収録したいと申し入れ，控訴人もこれを承諾

して本件契約を締結した。 

 このことは，平成２１年１２月８日付け稟議書（上記２(4)イ）に四季の風景を収

録することが記載されていること，Ａ発信の平成２２年９月３０日付けメール（同

カ）による風景の映像動画の催促に対して控訴人がこれに応じたこと，控訴人発信

の平成２２年１０月１８日付けメール（同ク）で控訴人が提案サンプル映像動画の

中から風景の映像動画を使用してよいと応答したことから明らかである。 

 したがって，控訴人は，本件作品に本件風景映像動画を複製して頒布することを

許諾した。 

   イ 控訴人 

 控訴人は，控訴人発信の平成２２年２月１０日付けメール（上記２(4)ウ）で報酬

の支払方法の変更を求めた際に，Ａから「扉」向けに５点の風景の映像動画の納品

を依頼されただけである。 

 被控訴人内部の稟議書（同イ）の内容を控訴人は知り得ないし，Ａ発信の平成２

２年９月３０日付けメール（同カ）は，「扉」向けの５点の風景の映像動画の納品の
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催促であり，控訴人発信の平成２２年１０月１８日付けメール（同ク）は，「扉」向

けの５点の風景映像動画の候補を提示したにすぎない。 

 したがって，控訴人は，本件作品に本件風景映像動画を複製して頒布することを

許諾していない。 

  (2) 争点(2)（損害の額）について 

   ア 控訴人 

 本件風景映像動画の使用料は，現在の主要取引相場の中間値である１点当たり３

万円が相当である。 

 したがって，次のとおり，控訴人の受けた損害額は１５６万円になる。 

   30,000 円 × 52 点 ＝ 1,560,000 円 

 著作権侵害の賠償である本件風景映像動画の使用対価を，そうではない本件作品

の映像動画の使用対価に準じて算定することは相当ではない。 

   イ 被控訴人 

 本件作品に収録された本件風景映像動画の使用対価は，本件契約における映像動

画の対価の規定を基に算定するのが相当である。 

 本件契約は，本件風景映像動画以外の映像動画の著作権譲渡の対価を含む一切の

対価を１５０万円としているから，損害額は，本件風景映像動画と本件風景映像動

画以外の映像動画の点数又は尺数に従い，次のとおり算定するのが相当である。 

  （点数基準） 1,500,000 円 ÷448 点× 52 点＝ 174,107 円 

  （尺数基準） 1,500,000 円 ÷58 分 4 秒× 9 分 8 秒＝ 235,936 円 

  (3) 争点(3)（弁済の有無）について 

   ア 被控訴人 

 上記２(8)により，控訴人の被控訴人に対する損害賠償請求権は，弁済により消滅

した。 

   イ 控訴人 

 被控訴人の主張は，争う。 
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  (4) 争点(4)（差止・廃棄請求の必要性）について 

   ア 控訴人 

 本件作品を収録したＤＶＤ等の販売は，控訴人の本件風景映像動画についての著

作権を侵害するので，本件作品を複製して本件作品を収録したＤＶＤ，ブルーレイ

の販売を差し止め，本件作品が収録されているＤＶＤ及びブルーレイを廃棄する必

要がある。 

   イ 被控訴人 

 控訴人の主張は，争う。 

  (5) 争点(5)（本件映像動画１及び本件映像動画２の本件成果物該当性）につい

て 

   ア 被控訴人 

 本件映像動画１及び本件映像動画２は，本件納品映像動画の撮影と同一の機会に

撮影の角度や画角を変えて撮影したものであるから（上記２(6)），本件契約第１条

②（上記２(3)）にいう本件成果物（「原版」又は「原版を製作する過程で生じた中

間成果物」）に当たる。 

 したがって，本件契約第１条により，本件映像動画１及び本件映像動画２の著作

権は，被控訴人に帰属している。 

   イ 控訴人 

 控訴人は，フリーのカメラマンとして，花や風景の撮影を日常業務としているの

であり，同じ被写体であっても本件契約外の個人の作品を撮影することができ，ま

た，本件契約に同一の機会に個人の作品を撮影してはならないとの条項もない。し

たがって，どれが本件契約外の作品であり，どれが本件契約の履行として制作され

た作品かを区別することはできず，どちらであるかの選択は控訴人の裁量に委ねら

れており，本件成果物は，控訴人から被控訴人に納入された映像動画に尽きる。 

 したがって，本件映像動画１及び本件映像動画２の著作権は，控訴人に帰属して

いる。 
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  (6) 争点(6)（本件契約の解除の効力発生の有無）について 

   ア 被控訴人 

 被控訴人は，本件成果物である本件映像動画１に係る映像素材の引渡しを控訴人

に求めたが（上記２(7)ア），控訴人は，自らが著作権者であると主張して，被控訴

人に対する映像素材の引渡しを拒んだ。 

 したがって，控訴人には本件契約第７条の違反があるから，本件契約第９条(10)

により，被控訴人は本件契約を解除することができ，控訴人は，本件契約第１０条

①により，被控訴人から受領した１５３万６４６５円を返還する義務がある。 

 なお，本件契約第１０条②により，本件契約が解除された場合でも，被控訴人が

本件映像動画１及び本件映像動画２の著作権を喪失することはない。また，本件映

像動画１及び本件映像動画２は現に被控訴人に引き渡されていないのであるから，

その検収が完了していないことも明らかである。 

   イ 控訴人 

 ① 本件契約第１７条には，「本契約書に定めなき事項或いは本契約書各条項の解

釈に疑義の生じた場合には，甲乙は信義誠実の原則に基づき協議の上解決するもの

とする。」とあるから，本件映像動画１が本件成果物に当たるか否かについて疑義が

あるのに，一方的な解釈をして，協議をすることなく解除をしてもその効力は生じ

ない。 

 ② 控訴人は，平成２４年７月１９日，ソニーＰＣＬ株式会社が運営する「高画

質ビデオ素材ライブラリー」から本件映像動画１及びその他の山野草の映像動画を

撤去した（上記２(7)ウ）。また，控訴人は，本件映像動画１及び本件映像動画２が

本件成果物に当たることが確定したときには，これを被控訴人に引き渡す用意があ

る。 

 ③ 本件契約第９条の解約は，原板の検収が完了する前でなければできないので

あるところ，この検収は本件契約の履行における検収を意味し，既に本件作品が検

収を終えてＤＶＤ等に収録されて販売されている以上，本件契約を解除することは
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できない。 

 ④ 被控訴人が本件契約を解除する意思表示をしたのは，本件作品が収録された

ＤＶＤ等が発売された後であり，被控訴人が，本件契約第１０条②に基づき本件契

約が解除されてもなお本件作品の著作権等を取得し続け，本件作品が収録されたＤ

ＶＤ等の販売を継続できる一方で，控訴人が，本件契約第１０条①に基づき被控訴

人から取得した報酬の返還をしなければならないとするのは，極めて不合理である。 

 

第３ 当裁判所の判断 

 １ 争点(1)（本件風景映像動画利用の許諾の有無）について 

  (1) 許諾の有無及び範囲 

 前記第２，２(4)イのとおり，被控訴人における社内決裁用の稟議書（乙２）には，

「総点数約４００種類に及び植物を春夏秋冬毎に収録。日本の四季の風景とともに

映し出すリラクセーション目的の映像コンテンツ」との記載があり，しかも，この

稟議書は，被控訴人代表者に至るまでの被控訴人の各役員，各役職者，各担当者の

決裁を得ているものであるから，ここに記載された内容が，被控訴人内部において

本件作品の正式な構成として最終的に定められたものと認められる。そうであれば，

本件作品の担当者であるＡは，当然，この内容を控訴人に伝えたものと推測され，

これを覆すに足りる合理的な理由は見当たらない。現に，Ａは，平成２２年９月３

０日付けメールで控訴人に対して，風景の映像動画の納入を催促しているのである

（前記第２，２(4)カ）。そして，控訴人が，①平成２２年１０月８日に春夏秋冬の

各１点のみの風景映像動画が収録されたＤＶＤを被控訴人に送付した（前記第２，

２(4)キ）後に，②平成２２年１０月１８日に新たに送付したＤＶＤのサンプル映像

動画から，Ａが適宜風景の映像動画を選択して使用してよいとの内容のメールをし

ていること（前記第２，２(4)ク）に照らすと，それは，春夏秋冬各１点では数が足

りないため，①と②の間に風景映像の追加がＡから求められたものと考えるのが自

然である。 
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 また，風景の映像動画を，山野草の映像動画の「扉」として使用するとの合意が

あったことは，当事者間に争いがないが，「扉」が何を意味するのかは具体的には明

確でないところ，本件作品に収録する風景映像について，Ａ発信の平成２２年９月

３０日付けメールによれば「季節毎の実景のみの映像」（前記第２，２(4)カ）と，

控訴人発信の平成２２年１０月１８日付けメールによれば「季節の扉候補」（前記第

２，２(4)ク）との表現がされているが，ここから四季の各１季節の冒頭に各１点の

映像動画のみを収録するとの限定されたような趣旨を読み取ることはできない。ま

た，同メールの「風景の中から抜粋して頂いてもいいかと思います。（今のところ，

構図を固定した『動く写真』的な撮り方で統一しています）」との記載からすると，

前記のとおりＡが使用できる部分を任意に選択することが許されたものと解するの

が相当であり，この記載によって使用できる点数が限定されていると理解すること

は困難である。 

 以上の認定判断にかんがみると，控訴人が被控訴人に送付した提供サンプル映像

動画から不足分の風景の映像動画を使用することが包括的に許諾された旨を述べる

Ａ作成の陳述書（乙１）に記載の事実経過は，ごく自然なものといえ，同陳述書は

信用できるから，本件契約には，風景の映像動画を納入することも含まれていたも

のというべきである。 

  (2) 控訴人の主張等に対して 

 控訴人は，風景の映像動画として使用を許諾したのは５点のみである旨を主張す

るが，他方で，本件訴訟提起前には風景の映像動画として使用を許諾したのは４点

であるとも主張していたのであり（甲４①の１枚目），一貫性を欠いている。本件作

品中の本件風景映像動画とする部分（控訴人による各映像動画の特定は必ずしも十

分なものではないが，本件風景映像動画の点数及び尺数自体は，当事者間に争いが

ない。）の中には，風景というよりも樹木や山野草を遠望したといえるものがあるな

ど（甲７），風景の映像動画と，風景の映像動画以外の映像動画とが明りょうに区分

けできているものではない。結局のところ，本件契約の当事者間において，風景の
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映像動画として使用を許諾される映像動画の数量を明確に取り決めたと認めること

はできないのである。すなわち，風景の映像動画として使用が許諾されたものが５

点のみであることを積極的に裏付ける的確な証拠はないというべきであって，上記

(1)の認定判断を左右する事情はうかがわれない。 

 なお，本件契約書（甲２，乙８）には，控訴人の製作する録音録画物について「備

考：…②春夏秋冬，各々の季節の山野草を収録」と記載されているだけであって，

風景の映像動画を含むような記載はされていないが，本件作品の主たるテーマは自

然の中の山野草であって，風景となるような付随的な部分を記載しないとしても格

別不自然ではない。 

  (3) 小括 

 以上からすると，控訴人は，本件風景映像動画を複製，頒布することの許諾をし

たものと認めるのが相当である。 

 

 ２ 争点(5)（本件映像動画１及び本件映像動画２の本件成果物該当性）について 

  本件契約書第１条にいう「原板」は，「未編集の録音録画物」であり，この原板

（未編集の録音録画物）の製作業務が控訴人に委託され，原板（未編集の録音録画

物）を製作する過程で生じたものが「中間成果物」と，原板と中間成果物を併せた

ものが「本件成果物」とされている。したがって，控訴人が撮影場所において目的

物を録音録画行為をする過程で生じた未だ編集されない状態の映像素材のすべてが

本件成果物に該当することは，契約書面から明らかである。また，本件映像動画１

及び本件映像動画２は，これに対応する本件納品映像動画の撮影と同一の機会に撮

影の角度や画角を変えて撮影したものである（前記第２，２(6)）。したがって，本

件映像動画１及び本件映像動画２が，原板であるか，それとも中間成果物であるの

かはともかくとして，本件契約書の条項上は，本件成果物に該当するといえる。 

 なお，本件契約書は，平成２１年１２月ころに，平成２１年１１月１日付けで作

成されたものであるところ（前記第２，２(3)），本件作品に収録された山野草の映
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像動画は，夏及び冬のブロックのごく一部（夏ブロック２映像，冬ブロック１映像），

秋のブロックのかなりの部分（６６映像）が，本件契約書の作成日付けよりも前に

撮影されたものであることが認められる（甲４②）。したがって，本件契約の履行の

実態としては，委託に基づいて新たに撮影された映像動画を被控訴人に納入するだ

けでなく，それと同時に，控訴人が既に撮影済みの映像動画を納入することも行わ

れていたものであり，山野草の映像動画の撮影日が記載された本件作品の収録リス

トが，控訴人からＡに提出されていること（甲４①②，乙１４の１～５）からする

と，Ａがこのような履行の実態を承知していたことも，明らかである。 

 そして，本件映像動画１についても１映像（番号１０）は，控訴人が本件契約前

に撮影済みの手持ちの映像動画が使用されたものと認められる。 

 しかしながら，控訴人が既に撮影済みの上記映像動画を含む本件作品（本件風景

映像動画部分を除く。）が，本件成果物に該当することは，当事者間に争いがなく，

また，本件映像動画１における控訴人による手持ちの映像動画の使用は１映像にす

ぎず，その余の映像及び本件映像動画２においては，すべて本件契約に基づく撮影

の機会に撮影されたものが使用されていることからすると，本件映像動画１及び本

件映像動画２は，一体として本件成果物に該当すると評価できるものである。 

 

 ３ 争点(6)（本件契約の解除の効力発生の有無）について 

  (1) 本件契約の解除の有効性 

 上記２に認定判断のとおり，本件映像動画１及び本件映像動画２は，本件成果物

に該当し，本件契約第７条により，控訴人は被控訴人に対してこれらを納入する義

務があるから（同条に定める納入期限は，本件証拠上不明であるが，本件作品を収

録したＤＶＤ等が既に発売されている以上，この期限を経過していることは明らか

である。），控訴人には本件契約第７条の違反があることになり，これは本件契約第

９条(10)の条項に該当することになる。そして，被控訴人が，本件映像動画１の引

渡しの催告をし，催告期間経過後に本件契約を解除する意思表示をしたことは，前
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記第２，２(7)に認定のとおりである。 

 控訴人は，本件契約第９条の解約は，原板の検収が完了する前でなければならな

いところ，既に本件作品の検収が終了している以上，本件契約を解約することはで

きない旨主張する。しかしながら，「検収」に関する本件契約第８条①は，「前条所

定の原板（及びその他本件成果物）を被控訴人に納入した後，被控訴人は仕上がり

状況に関し検査するものとし，…」と，同②は，「原板（及びその他本件成果物）が，

本条に定める検収を完了する前に遺失又は毀損した場合…」と定めているから，同

条にいう検収は，本件成果物を作成するための個々の映像素材を対象としているの

であって，本件作品のみを対象としているのではない。また，本件契約第９条各号

列記以外の部分は，同８条を承けて，「前条に定める原版の検収が完了する前におい

て，被控訴人，控訴人のいずれかが次に定める各項のいずれかに該当する事由が生

じた場合…」に解約権を行使できるとしているから，本件成果物である本件作品を

収録したＤＶＤ等が発売された後であっても，同様に本件成果物である本件映像動

画１及び本件映像動画２の「原板」の引渡しが未了である以上は，「原板」の検収は

未了のままであるから，被控訴人において解約権を行使することは可能である。 

 したがって，被控訴人のした本件契約の解約は，効力を有するものというべきで

ある。 

  (2) 本件契約の解除の効果 

 本件契約第１０条は，被控訴人による解約により契約が終了した場合には，被控

訴人が控訴人に対して既払金の返還を求めることができるとする定めを置く一方で

（同条①），本件契約によって控訴人から被控訴人が取得した著作権及び本件成果物

の素材の所有権を失わないとする特則を規定しており（同条②），被控訴人に片面的

に有利な規定となっている。 

 確かに，本件契約第９条(10)を除く同条の他の号を見ると，受託者が順調に受託

業務を遂行していない場合や委託者に成果物の著作権等を取得させることが困難と

なった場合など（同条(1)～(3)），どちらか一方の金銭的信用力が極めて悪化した場
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合や破綻した場合など（同条(4)～(7)），受託者に著しい不行跡があった場合など（同

条(8)，(9)）であり，このような場合に委託者が契約を解約したときには，委託者

が既に支払済みの金銭を回収するとともに，責めのない委託者が将来的な著作権等

の権利をめぐる紛争に巻き込まれる懸念をなくし，あるいは，契約違反をした受託

者への制裁又は違反の予防として，受託者から委託者に納入された映像素材の著作

権等の権利を引き続き委託者が保有し続けるとしてもやむを得ないものであり，契

約当事者双方もそのように解釈して本件契約を締結したものと推認される。したが

って，本件契約第１０条は，そのような場合にはこれを全面的に適用しても必ずし

も合理性に欠けるものではないといえ，言葉を換えれば，本件契約第１０条に定め

る契約解約後の権利関係の調整規定が全面的に適用されるのは，そのような場合に

限られると解される。しかしながら，逆に，本件契約第１０条が念頭においていな

いような場合については，同条の定める契約解除後の権利関係の調整をそのまま適

用する前提を欠くことになり，これを当事者間の利害調整や衡平の観点から適宜調

整の上適用することが，本件契約の合理的解釈といえる。 

 そこで，以下，上記観点から検討するところ，①本件作品を収録したＤＶＤ等は

既に発売されおり（前記第２，２(2)），したがって，本件作品は映像動画として完

成品と評価できること，②被控訴人が控訴人に支払った対価（前記第２，２(5)）は，

ほぼ上記本件作品の作成のために費消されたものと推認できること，③本件映像動

画１及び本件映像動画２は，本件納品映像動画が撮影された同一機会に撮影の角度，

画角を変えて撮影されたものであり（前記第２，２(6)），上記２に認定判断のとお

り，本件成果物に該当するから，被控訴人がそれらを収録した映像素材の引渡しを

受けるべきものであること，④仮に控訴人による当該映像動画の引渡未了や公衆送

信化により被控訴人に損害が生じたのであれば，被控訴人は，別途，控訴人に対し

て損害賠償請求をすることが可能であること，⑤本件映像動画１及び本件映像動画

２の合計は３２映像であるが，本件作品に含まれるのは５００映像であり（前記第

２，２(2)(6)），被控訴人に引き渡されなかった映像数が納入された映像数に比して
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格段に少ないこと，が認められる。以上の点を考慮すると，本件は，本件契約第１

０条が本来的に想定する事例とは異なるものであり，契約の合理的解釈として，同

条②に基づく権利等の維持の効果を認める必要性は高く，その適用はあると解され

るものの，同条①に基づく既払金の返還の効果は，これを認める必要性は低いだけ

でなく，その時機も逸していて殊更に大きな負担を控訴人に強いるのであるから，

その適用はないと解するのが相当である。 

 そうすると，本件契約の解約の結果，被控訴人は，控訴人に対し，本件作品を返

還する必要はなく，本件映像動画１及び本件映像動画２の著作権等の取得も継続さ

れるが，既払金の返還を求めることはできないというべきである。 

 したがって，被控訴人の解除に基づく既払金の返還を求める請求は，理由がない。 

 

 ４ まとめ 

 上記１に認定判断のとおり，控訴人は本件風景映像動画を複製，頒布することを

被控訴人に許諾をしたものであるから，争点(2)～(4)について判断するまでもなく，

控訴人の本訴請求は，いずれも理由がない。 

 上記２に認定判断のとおり，本件映像動画１及び本件映像動画２は本件成果物に

該当するから，被控訴人は本件映像動画１及び本件映像動画２の著作権を取得し，

また，本件契約に基づいて本件映像動画１及び本件映像動画２の引渡しを求めるこ

とができる。また，上記３に認定判断のとおり，本件契約の解約は有効であるもの

の，被控訴人は，本件契約の解約に基づいて既払金の返還を求めることはできない。

したがって，被控訴人の反訴請求は，本件映像動画１及び本件映像動画２について

被控訴人が著作権を有することを確認し，これらを収録した映像素材の引渡しを求

める限度で理由があるが，その余は理由がない。 

 

 ５ 結論 

 よって，控訴人の控訴に基づいて，控訴人に既払金１５３万６４６５円の返還及
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び同既払金に対する平成２５年５月３１日から支払済みまで年５分の割合による金

員の支払を命じた原判決主文第４項は不当であるからこれを取り消して同取消部分

に係る被控訴人の請求を棄却し，被控訴人が本件映像動画１及び本件映像動画２の

著作権を有することを確認し，控訴人にこれらを収録した映像素材を被控訴人に引

き渡すことを命じた原判決主文第２項及び第３項は相当であるから，控訴人のその

余の控訴を棄却し，被控訴人の附帯控訴に基づいて，被控訴人に損害賠償金２３万

５９３５円及びこれに対する平成２４年３月２１日から支払済みまで年５分の割合

による金員の支払を命じた原判決主文第１項は不当であるからこれを取り消して同

取消部分に係る控訴人の請求を棄却し，控訴人の当審における新たな請求は理由が

ないから棄却することとして，主文のとおり判決する。 

 

    知的財産高等裁判所第２部 

 

 

       裁判長裁判官                       

                  清   水       節 

 

 

          裁判官                       

                  中   村       恭 

 

 

          裁判官                       

                  中   武   由   紀 
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                    映 像 動 画 目 録 

 

(1) ソニーＰＣＬ株式会社関係 

 

番号 納品ファイル名

1 2010-08-18-1227 ウメ（雪）

2
2010-04-19-1613 フクジュソウ

2010-04-19-1615 フクジュソウ

3 2010-04-09-1466 ヤブレガサ

4 2010-04-01-1373 ミスミソウ　紫

5 2010-05-09-1854 カタクリ

6 2010-04-16-1555 ツクシ

7 2010-05-20-1932 ミズバショウ

8
2010-09-25-2752 ツユクサ

2010-09-25-2753 ツユクサ

9 2010-08-24-2703 サギソウ

10 2009-10-29-942 ハマギク

04A-3000-6/066

04A-3000-6/013

04A-3000-6/010

素材番号

04A-3000-5/001

04A-3000-6/004

04A-3000-6/005

04A-3000-6/007

04A-3000-6/157

04A-3000-6/128

04A-3000-6/122
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(1) 株式会社アマナイメージズ関係 

 

番号 素材番号 素材名 納品ファイル名

1 15073000005 雪の紅梅 2010_02_18_IMG.1227 ウメ（雪）

2 15073000009 梅林とメジロ 2010_03_01_IMG.1352 ウメ（鳥メジロ）

3 15073000010 ミスミソウ 2010_03_31_IMG.1360 ミスミソウ白

4 15073000016 レンゲソウと蜜蜂 2010_04_21_IMG.1639 レンゲソウ（蜜蜂）

5 15073000019 ハルジオンとバッタの幼虫 2010_05_04_IMG.1794 ハルジオン（バッタ幼虫）

6 15073000020 ミズバショウ

7 15073000021 ミズバショウ

8 15073000023 ヒメジョオンとアサギマダラ

9 15073000024 ヒメジョオンとアサギマダラ

10 15073000025 ヒメジョオンとアサギマダラ

11 15073000046 シュウカイドウ 2010_09_26_IMG.2781 シュウカイドウ

12 15073000047 ノハナショウブ 2010_06_30_IMG.2268 ノハナショウブ

13 15073000051 コマウスユキソウ 2010_08_03_IMG.2431 コマウスユキソウ

14 15073000052 キヌガサソウ
2010_08_04_IMG.2462 キヌガサソウ

2010_08_04_IMG.2463 キヌガサソウ

15 15073000053 クロユリ 2010_08_05_IMG.2509 クロユリ

16 15073000054 チシマギキョウ 2010_08_06_IMG.2527 チシマギキョウ

17 15073000055 ハクサンイチゲ
2010_08_06_IMG.2543 ハクサンイチゲ

2010_08_06_IMG.2581 ハクサンイチゲ

18 15073000056 ウルップソウ 2010_08_06_IMG.2524

19 15073000057 コマクサ 2010_08_09_IMG.2589 コマクサ

20 15073000058 レンゲショウマ
2010_08_25_IMG.2712 レンゲショウマ

2010 08 25 IMG.2714 レンゲショウマ

21 15073000060 ヤマジノホトトギス 2010_09_26_IMG.2767 ヤマジノホトトギス

22 15073000062 シジミチョウとサクラタデ 2010_09_29_IMG.2797 サクラタデ・ルリウラナミシジミ

2010_06_06_IMG.2075 ヒメジョオン・蝶（アサギマダラ）

2010_05_20_IMG.1932 ミズバショウ

 


